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第46回富山県入札監視委員会の審議の概要 

開催日及び場所 令和８年８月26日（水） 県庁４階大会議室 

 

 

委  員 

 

（委員数：５） 

（出席数：５） 

委 員 長  唐 渡 広 志（富山大学経済学部教授） 

委  員  内 田 慎 哉（富山県立大学工学部准教授） 

委  員  小 股 清 香（弁護士） 

委   員  佐 藤 綾 子（富山国際大学現代社会学部教授） 

委   員  下 坂 久美子（税理士） 

次  第 

１ 開会 

２ 入札・契約手続の運用状況の報告 

① 富山県の入札・契約制度について 

② 令和７年度下半期の入札・契約方式別発注工事の状況について 

③ 令和７年度下半期の一位不動入札及び落札率100％入札について 

令和７年度の予定価格及び入札方式別落札率について 

令和７年度の一者入札について 

令和７年度下半期の総合評価方式の試行結果について 

④ 令和７年度の低入札価格調査制度及び最低制限価格制度対象工事の状況

について 

⑤ 令和７年度下半期の指名停止の運用状況について 

３ 審議工事の抽出結果の報告 

４ 抽出事案の審議 

５ 審議結果の報告 

６ 閉会 

審議対象期間 令和７年度下半期（同時期に請負契約を締結した工事） 

抽 出 事 案 10件（審議対象工事総件数：785件） 

 

一般 

競争 

入札 

３億円 

以 上 
２件 

（事案１） 

（事案２） 

富山県武道館新築工事 

和田川浄水場ほか 監視制御装置更新工事 

２億円 

以 上 
１件 （事案３） 鴨川河川改修放水路工工事 

２千万 

円以上 
３件 

（事案４） 

 

（事案５） 

（事案６） 

 

主要地方道立山山田線道路橋りょう改築平林橋（旧）再塗

装工事 

ほ場整備 島地区 ほ場整備第１１工区工事 

水利施設合理化 桜ヶ池幹線二期地区 金戸パイプライン

第６工区工事 

指名競争入札 ３件 

（事案７） 

 

（事案８） 

 

（事案９） 

６年災第１３１号一般国道４１５号道路災害復旧舗装工そ

の３工事 

一般県道富山滑川魚津線外県単独交通安全施設等整備防護

柵設置工工事 

ほ場整備 上条中部地区 整備工事 

随 意 契 約 １件 （事案10） 
主要地方道利賀河合線県単独災害防除法面工利賀村水無工

区工事 

委員からの意見及び質

問並びに当該質問に対

する回答 

意見・質問 回   答 

別紙のとおり 別紙のとおり 

委員会としての意見 
令和７年度下半期における建設工事に係る入札・契約については、概ね適

正に行われている。 
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別  紙 

意見・質問 回   答 

 

○発注時期が集中すると受発注者双方の負担とな

るが、発注時期の平準化や発注見通しの公表等の

対策はしているか。 

 

 

 年間の発注見通しを公表している。 

また、債務負担行為の設定など予算の工夫を行い、

事業者が年間を通じて受注しやすい環境を整えてい

る。 

 

 

○事案３について、総合評価方式において「簡易な

施工計画」はどのように加点しているか。 

また、施工計画の提案数が少ない事業者がいる

のはなぜか。 

 

 

 

 

 公告時に３課題を提示し、最大５提案まで可能とし

ている。 

落札後は提案内容に履行義務が生じ、不履行の場合

は工事成績の減点（今後の入札に影響）等の措置を受

ける可能性がある。そのため、事業者は確実に履行可

能な範囲で提案していると考えている。 

 

 

○事案４について、当該工事を含め３件を JO対象

工事としているが、JOとは何か。 

また、令和７年度下半期に発注した別の類似工

事を JOの対象としなかったのはなぜか。 

 

JOとは受注機会を確保するための制度である。同時

期に発注する類似工事を JO 対象工事として設定し、

金額の高い工事から順に落札決定を行い、落札者はそ

れ以降の工事の入札から除外する制度である。 

別の類似工事は約半年前に発注されたもので時期

が異なるため、JOの対象とはならなかった。 

 

 

○事案５について、入札参加資格として、除排雪業

務等の受託実績を求めているが、これらの要件と

今回の工事との関係は何か。 

 

本要件は、（富山県内に営業所を有する）県外事業

者が入札に参加するための要件である。 

地域社会に貢献している県外事業者に対して受注

機会を確保することを目的としている。 

 

 

○事案９について、指名業者の選定要件として、災

害協定未参加又は除排雪業務の受託実績がない事

業者を除外している。このような選定要件の設定

にあたっての基準はあるのか。 

 

指名業者については、案件ごとの特性を踏まえて個

別に決定している。 

今回の工事は、多様な工事が広域に点在している。

災害協定への参加や除排雪業務の受託等の地域貢献

を果たしている事業者は、地域の事情に精通している

ため、本工事の安定的な遂行に適していると判断して

指名した。 

 

 

○事案10について、随意契約の災害復旧工事だが、

工事着手から契約まで約４か月を要しているのは

なぜか。 

 

 

緊急を要する場合は、災害協定に基づき、受発注者

の協議が整い次第、工事に着手できることになってい

る。 

詳細な工事数量の把握や設計等は、ある程度施工が

進まないと決定できないこともあり、数量や設計が確

定した段階で契約を行っている。 

  

 


